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2010年春に発足した民間の文化塾「サッポロ・アートラボ（略称・S
サ ラ

ALA）」は、「文化を読み、人と出会い、現
い ま

代を知る」
を活動の理念に、主に北海道で活躍する芸術家をより多くの市民に知ってもらうため、定期的なレクチャーを開催して
いるほか、顕彰制度をつくり地域の芸術・文化活動の支援にも取り組んでいます。絵画、彫刻、文学、音楽、書、建築
など幅広いジャンルのアーティストと市民が交流する「文化のアゴラ（広場）」を目指す「SALA」について、代表を務める
詩人で美術評論家の柴橋伴夫さんに話を聞きました。（文・写真／片山健一　取材日2026年5月28日、6月20日）
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芸
術
家
と
市
民
が
語
り
合
う

レ
ク
チ
ャ
ー

　
「
S
A
L
A
」
の
活
動
は
、
2
0
1
0

年
4
月
30
日
午
後
7
時
、
札
幌
市
中
央
区

の
カ
フ
ェ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
ト
・
オ
ン
・
カ

フ
ェ
」
で
開
い
た
「
レ
ク
チ
ャ
ー
」
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
レ
ク
チ
ャ
ー
で
は
、
道

内
を
拠
点
に
活
動
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や

評
論
家
、
学
芸
員
ら
が
講
師
を
務
め
、
創

作
に
関
わ
る
動
機
や
思
い
な
ど
を
紹
介
し

た
り
、
研
究
の
成
果
を
発
表
し
た
り
し
ま

す
。
当
初
は
ほ
ぼ
毎
月
開
催
し
て
い
ま
し

た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
蔓
延

し
た
2
0
2
1
～
2
0
2
2
年
度
は
中
断

し
ま
し
た
が
、
2
0
2
3
年
度
か
ら
再
開

し
、
札
幌
市
中
央
区
の
大
丸
藤
井
セ
ン
ト

ラ
ル
7
階
の
ス
カ
イ
ル
ー
ム
に
会
場
を
移

し
て
、
年
6
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
し
て
い

ま
す
。
今
年
6
月
20
日
に
開
い
た
レ
ク

チ
ャ
ー
が
1
3
0
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
1
3
0
回
の
レ
ク
チ
ャ
ー
は
、
市
立

小
樽
美
術
館
の
星
田
七
重
主
幹
学
芸
員
を

招
き
、
小
樽
市
で
幼
少
・
少
年
期
を
過
ご

し
た
日
本
画
家
・
福
井
爽
人
の
生
い
立
ち

や
作
品
の
解
説
を
聴
き
ま
し
た
。

　

ラ
ピ
ス
ラ
ズ
リ
な
ど
を
用
い
た
青
色
が

印
象
的
な
福
井
氏
の
画
風
に
つ
い
て
、
星

田
さ
ん
は
「
み
な
し
ご
と
し
て
育
ち
、

『
敵
性
語
』
と
さ
れ
た
時
代
の
英
語
教
諭

だ
っ
た
父
の
境
遇
、
厳
し
い
冬
の
小
樽
へ

の
郷
愁
な
ど
が
原
点
と
な
り
、
も
の
悲
し

い
風
情
が
あ
り
ま
す
」
と
説
明
し
ま
す
。

　

ま
た
、
福
井
氏
と
俳
優
の
梅
沢
富
美
男

が
い
と
こ
で
あ
る
こ
と
、
名
前
が
「
爽
八

（
そ
う
は
ち
）」
か
ら
「
爽
人
（
そ
う
ひ

と
）」、
さ
ら
に
「
爽
人
（
さ
わ
と
）」
へ

と
変
遷
し
た
経
緯
な
ど
、
本
人
と
の
交
流

を
通
じ
て
知
っ
た
意
外
な
エ
ピ
ソ
ー
ド

に
、
受
講
者
か
ら
は
驚
き
の
声
が
上
が
り

ま
し
た
。

　

イ
ン
ド
へ
の
取
材
旅
行
を
経
て
1
9
9
8

年
に
描
い
た
代
表
作
「
門
」
は
、「
壮
年

期
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
全
て
込
め
ら
れ
た
絵

だ
」
と
い
う
福
井
氏
の
コ
メ
ン
ト
と
と
も

に
、
展
覧
会
で
は
、
門
の
前
に
描
か
れ
た

男
を
見
つ
め
「
こ
の
人
は
夫
で
、
私
に
何

か
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
、
会
期

中
に
何
度
も
訪
れ
て
は
涙
を
流
す
女
性
が

い
た
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
、「
こ
の
絵
が

持
つ
力
」
の
大
き
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

　

最
後
に
星
田
さ
ん
は
「
日
本
画
に
洋
画

的
な
表
現
を
取
り
入
れ
た
福
井
芸
術
の

2
0
1
0
年
以
降
の
課
題
は
、
伝
統
的
な

日
本
画
に
は
無
か
っ
た
『
光
』
で
あ
り
、

描
こ
う
と
し
て
い
る
の
は
『
生
と
死
』
だ

と
思
い
ま
す
」
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

講
演
後
の
意
見
交
換
で
は
、
柴
橋
さ
ん

が
、
福
井
氏
の
随
筆
集
『
紫
の
雨
』
の
一

部
を
読
み
上
げ
「
散
文
で
あ
り
な
が
ら
、

洗
練
さ
れ
た
言
葉
で
詩
人
の
よ
う
な
表
現

を
し
、
そ
れ
が
絵
と
一
致
し
て
い
る
」
と

称
賛
し
た
ほ
か
、
日
本
画
を
描
い
て
い
る

受
講
者
は
「
北
の
空
気
を
感
じ
る
作
品
群

だ
と
思
い
ま
す
」
と
感
想
を
述
べ
、
市
立

小
樽
美
術
館
で
福
井
氏
の
作
品
を
観
た
と

い
う
別
の
受
講
者
は
「
青
い
色
が
吸
い
込

ま
れ
る
よ
う
な
恐
さ
を
感
じ
る
ほ
ど
美
し

「サッポロ・アートラボ」代表の
柴橋さん

6 月 20 日に開かれた 130 回目のレクチャー

福井爽人氏の日本画の特色などを解説する星田さん

7 月12 日まで市立小樽
美術館で開かれた福
井爽人・福井時子日
本画展で展示された
代表作「門」

3 特集　北海道に根差した芸術・文化を知り、現代アーティストと市民が交流する文化塾 ── サッポロ・アートラボ（SALA）　﻿



か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
を

取
り
上
げ
る

　

1
回
90
分
の
レ
ク
チ
ャ
ー
に
、
2
人
の

講
師
が
立
つ
こ
と
も
あ
る
た
め
、
こ
れ
ま

で
に
1
3
0
人
以
上
が
講
義
を
し
ま
し
た

が
、「
2
回
以
上
レ
ク
チ
ャ
ー
し
た
人
は

ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。
私
の
知
り
合
い
だ

け
で
も
ま
だ
ま
だ
紹
介
し
た
い
人
た
ち
が

い
ま
す
」
と
柴
橋
さ
ん
が
話
す
よ
う
に
、

画
家
や
彫
刻
家
、
詩
人
・
文
学
者
、
写
真

家
、
作
曲
家
、
建
築
家
な
ど
多
彩
な
顔
触

れ
が
講
師
と
し
て
登
場
し
て
い
ま
す
。

「
受
講
者
も
、
講
義
内
容
に
よ
っ

て
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
が
聴
き
に

来
て
く
れ
て
、
交
流
で
き
る
の
も

う
れ
し
い
こ
と
で
す
」
と
柴
橋
さ

ん
は
言
い
ま
す
。

　

柴
橋
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り

現
代
ア
ー
ト
の
企
画
展
な
ど
を
数

多
く
手
掛
け
る
中
で
、「
作
家
の

考
え
方
な
ど
を
直
接
聞
き
た
い
と

い
う
フ
ァ
ン
や
市
民
が
い
て
、
作

家
自
身
も
作
品
に
つ
い
て
解
説
す

る
場
が
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
」

と
気
付
き
、
北
海
道
に
現
代
ア
ー

ト
を
根
付
か
せ
、
そ
の
裾
野
を
広

げ
る
た
め
、
気
軽
に
ア
ー
ト
に
つ

い
て
語
り
合
え
る
交
流
の
場
と
し

て
レ
ク
チ
ャ
ー
を
発
案
し
、
十
数

人
の
運
営
委
員
と
力
を
合
わ
せ
実

現
し
ま
し
た
。

　
「
文
化
塾
と
い
っ
て
も
面
倒
な

入
塾
の
手
続
き
は
な
く
、
興
味
の

あ
る
講
義
を
選
ん
で
事
務
局
へ
申

し
込
ん
で
い
た
だ
き
、
当
日
会
場

で
受
講
料
（
一
般
1
0
0
0
円
、

学
生
5
0
0
円
）
を
支
払
う
だ
け

で
す
。
定
員
は
最
大
30
人
ほ
ど
で

す
が
、
空
き
が
あ
れ
ば
飛
び
込
み

で
受
講
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
」

（
柴
橋
さ
ん
）

　

運
営
委
員
の
一
人
、
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
市
川
義

一
さ
ん
は
「
い
ろ
い
ろ
な
テ
ー
マ

第 1 回から 2 年間の講演録をまとめた『サラ・レクチャーレポート』

130 回目のレクチャー参加者による集合写真



の
レ
ク
チ
ャ
ー
が
あ
っ
て
興
味
が
尽
き
ま

せ
ん
。
勉
強
に
な
る
貴
重
な
場
で
す
」
と

話
し
ま
す
。

北
海
道
の

現
代
ア
ー
ト
・
文
化
を
記
録

　
「
S
A
L
A
」
の
レ
ク
チ
ャ
ー
が
際
立

つ
点
は
、
取
り
上
げ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
幅
広

さ
で
す
。
絵
画
、
彫
刻
、
写
真
、
版
画
、

文
学
、
演
劇
を
は
じ
め
、
音
楽
、
書
、
生

け
花
、
盆
栽
、
建
築
、
さ
ら
に
環
境
デ
ザ

イ
ン
や
ま
ち
づ
く
り
に
ま
で
及
び
ま
す
。

　

2
0
2
6
年
度
の
講
師
を
み
る
と
、
4
月

は
市
民
出
資
の
映
画
館
・
シ
ア
タ
ー
キ
ノ

の
中
島
洋
代
表
が
、
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
の
歴

史
な
ど
に
つ
い
て
講
演
し
、
5
月
は
彫
刻

家
の
藤
原
千
也
さ
ん
が
、
樹
木
の
内
側
か

ら
彫
る
作
品
の
制
作
過
程
な
ど
を
解
説
し

ま
し
た
。

　

7
月
18
日
に
札
幌
市
在
住
の
建
築
家
・

遠
藤
謙
一
良
さ
ん
、
8
月
15
日
に
詩
人
・

評
論
家
の
阿
部
嘉
昭
北
海
道
大
学
名
誉
教

授
、
9
月
19
日
に
は
北
見
市
在
住
の
画

家
・
伊
藤
彰
規
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
レ
ク

チ
ャ
ー
す
る
予
定
で
す
。

　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
S
A
L
A
の
ブ
ロ
グ
」

（http://sapporoartlabo.cocolog-nif-
ty.com

/blog/

）
で
は
、
柴
橋
さ
ん
が
記

し
た
初
回
か
ら
第
１０２


回
ま
で
の
講
演

録
を
掲
載
し
、
講
師
の
活
動
内
容
を
分
か

り
や
す
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。「
こ
の
と

こ
ろ
、
更
新
で
き
て
い
な
い
の
が
、
講
師

に
申
し
訳
な
く
て
」（
柴
橋
さ
ん
）
と
恐

縮
す
る
も
の
の
、
百
件
を
超
え
る
レ
ポ
ー

ト
は
、
北
海
道
の
ア
ー
ト
シ
ー
ン
を
読
み

解
く
、
貴
重
な
手
掛
か
り
と
な
り
ま
す
。

民
間
に
よ
る
顕
彰

「
北
の
聲こ

え

ア
ー
ト
賞
」

　
「
S
A
L
A
」
の
も
う
一
つ
の
活
動
の

柱
は
、「
北
の
聲
ア
ー
ト
賞
」
で
す
。
道

内
で
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
的
な
活
動
に
取
り

組
み
、
貢
献
し
て
い
る
個
人
や
団
体
を
顕

彰
す
る
こ
と
で
、
受
賞
者
の
「
聲
」
を
よ

り
多
く
の
道
民
に
届
け
よ
う
と
の
思
い
を

込
め
て
名
付
け
た
そ
う
で
す
。
行
政
な
ど

の
公
的
機
関
に
頼
ら
ず
、
北
海
道
の
芸
術

文
化
を
愛
し
、
育
て
て
い
き
た
い
と
願
う

民
間
の
企
業
や
団
体
、
個
人
の
賛
助
・
支

援
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
2
年
に
始
ま
り
、
新
型
コ
ロ
ナ

禍
の
休
止
を
経
て
2
0
2
3
年
に
再
開
、

2
0
2
5
年
で
第
11
回
を
数
え
ま
し
た
。

各
年
4
～
6
人
（
団
体
含
む
）
を
表
彰

し
、
累
計
で
46
人
が
受
賞
し
て
い
ま
す
。

個
人
以
外
で
は
、
炭
鉱
遺
産
を
活
用
し
た

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む

N
P
O
法
人
炭や

ま鉱
の
記
憶
推
進
事
業
団

（
第
2
回
受
賞
）
な
ど
が
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

賞
の
選
考
は
、「
S
A
L
A
」
が
委
嘱
す

る
数
人
の
専
門
家
で
構
成
す
る
「
北
の
聲

ア
ー
ト
賞
選
考
委
員
会
」
が
行
い
ま
す
。

自
薦
・
他
薦
な
ど
で
は
な
く
、
美
術
、
音

楽
、
建
築
、
文
学
、
書
道
な
ど
に
精
通
し

た
選
考
委
員
各
自
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

分
野
か
ら
、
受
賞
者
を
選
出
し
て
い
ま

す
。
受
賞
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
や
功
績
の

ほ
か
、
選
ん
だ
委
員
の
講
評
も
詳
細
に
公

開
す
る
こ
と
で
、
独
自
性
と
透
明
性
を
両

立
し
た
選
考
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

　

2
0
2
6
年
度
か
ら
は
美
術
（
ラ
イ
ラ
ッ

ク
賞
）、
音
楽
（
ハ
ル
ニ
レ
賞
）、
建
築
（
ア

ウ
ラ
賞
）、
文
学
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
賞
）、
書

道
（
書
の
美
賞
）
の
5
部
門
に
な
り
ま
す
。

　

過
去
の
受
賞
者
た
ち
は
、「
出
身
地
の

十
勝
を
テ
ー
マ
に
し
て
き
た
長
年
の
仕
事

が
認
め
ら
れ
て
う
れ
し
い
」（
第
3
回
受

賞
の
美
術
家
・
楢
原
武
正
さ
ん
）、「
彫
刻

を
通
じ
て
人
々
の
交
流
の
場
づ
く
り
を
し

た
い
と
思
っ
て
き
た
。
今
後
も
頑
張
り
た

い
」（
第
7
回
受
賞
の
彫
刻
家
・
北
村
哲

朗
さ
ん
）、「
地
味
な
創
作
活
動
を
取
り
上

げ
て
い
た
だ
き
、
う
れ
し
い
」（
第
9
回

受
賞
の
版
画
家
・
大
島
龍
さ
ん
）
と
い
っ

た
喜
び
の
声
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

民
間
主
体
の
顕
彰
制
度
の
た
め
、
開
催

資
金
や
賞
金
は
全
て
、
企
業
や
個
人
の
賛

助
金
で
賄
っ
て
い
ま
す
。「
受
賞
者
は
も

ち
ろ
ん
、
仲
間
や
家
族
が
と
て
も
喜
ん
で

く
れ
る
の
で
、
や
っ
て
良
か
っ
た
と
思
っ

第 11 回北の聲アート賞で賞状を受け取る現代美術家の池田緑さん（山岸靖司氏撮影）

第 11 回北の聲アート賞贈呈式の会場・豊平館で演奏するピアニストの
坂田朋優さん（山岸靖司氏撮影）

5 特集　北海道に根差した芸術・文化を知り、現代アーティストと市民が交流する文化塾 ── サッポロ・アートラボ（SALA）　﻿

ウェブサイト
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西
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メ
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行
し
て
い
ま
す
。

　

A
5
判
36
㌻
の
コ
ン
パ
ク
ト
サ
イ
ズ
、

本
体
価
格
1
0
0
0
円
の
手
頃
な
作
品
集

で
、
作
品
図
版
の
ほ
か
、
美
術
家
た
ち
の

エ
ッ
セ
ー
、
柴
橋
さ
ん
の
論
評
だ
け
で
な

く
、
年
譜
や
幼
少
期
か
ら
の
写
真
な
ど
作

者
の
横
顔
も
盛
り
込
み
、
親
し
み
を
感
じ

る
よ
う
に
編
纂
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
梅
津

さ
ん
、
小
笠
原
洋

子
さ
ん
、
池
上
啓
一
さ
ん
、
藤
井
高
志
さ

ん
、
渡
辺
貞
之
さ
ん
、
大
林
雅
さ
ん
、
西

澤
宏
生
さ
ん
、
岸
本
裕
躬
さ
ん
、
坂
口
清

一
さ
ん
の
9
人
の
画
家
を
取
り
上
げ
、
発

刊
し
て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。
大
変
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も

続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
柴
橋
さ
ん

は
言
い
ま
す
。

小
さ
な
画
集

『
シ
リ
ー
ズ
北
の
聲
』

　

こ
の
ほ
か
に
も
「
S
A
L
A
ア
ー
ト
イ

ン
デ
ッ
ク
ス
」
事
業
と
し
て
、
長
年
に
わ

た
り
北
海
道
の
ア
ー
ト
界
で
活
発
に
創
作

活
動
を
続
け
て
い
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
取

り
上
げ
、
そ
の
人
物
像
と
作
品
を
紹
介
す

る
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
『
シ
リ
ー
ズ
北
の
聲
』

（
共
同
文
化
社
）
を
2
0
1
2
年
か
ら
発

ジ
ャ
ン
ル
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず

文
化
を
発
信

　
「
S
A
L
A
」
を
牽
引
し
て
き
た
柴
橋

さ
ん
は
、
1
9
4
7
年
に
岩
内
町
で
生
ま

れ
、
北
海
道
教
育
大
学
札
幌
校
で
西
洋
史

を
専
攻
、
と
わ
の
森
三
愛
高
等
学
校
の
教

頭
を
経
て
、
北
星
学
園
大
学
や
札
幌
学
院

大
学
、
酪
農
学
園
大
学
な
ど
道
内
各
地
の

大
学
で
非
常
勤
講
師
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

や
東
洋
の
美
術
史
、
さ
ら
に
は
日
本
の
文

化
史
や
文
学
な
ど
を
教
え
る
傍
ら
、
美
術

評
論
家
と
し
て
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
や
伊
福

部
昭
ら
多
く
の
評
伝
を
手
掛
け
て
い
ま

す
。
現
在
、
著
作
集
『
ミ
ク
ロ
コ
ス
モ

ス
』（
藤
田
印
刷
エ
ク
セ
レ
ン
ト
ブ
ッ
ク

ス
）
を
刊
行
中
で
す
。
ま
た
、
展
覧
会
を

自
主
企
画
し
、
各
種
の
展
覧
会
評
な
ど
を

専
門
誌
や
新
聞
な
ど
に
寄
稿
す
る
と
と
も

に
、
十
代
の
こ
ろ
か
ら
詩
作
に
も
励
ん
で

き
ま
し
た
。

　

柴
橋
さ
ん
は
、
商
業
的
で
な
く
、
行
政

主
導
で
も
な
い
、
草
の
根
の
市
民
文
化
活

動
と
し
て
運
営
す
る
「
S
A
L
A
」
の
ほ

か
、
1
9
6
6
年
に
創
刊
し
た
同
人
誌

『
美
術
ペ
ン
』
の
編
集
な
ど
を
通
じ
、
長

年
に
わ
た
り
札
幌
・
北
海
道
の
芸
術
文
化

シ
ー
ン
を
支
え
て
き
た
存
在
で
す
。

　

幅
広
い
人
脈
か
ら
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当

て
、
北
海
道
の
文
化
を
創
造
す
る
新
た
な

担
い
手
を
発
掘
し
、「
北
の
芸
術
」
の
豊

か
さ
と
可
能
性
を
発
信
し
続
け
て
い
ま

す
。
柴
橋
さ
ん
は
79
歳
に
な
っ
た
今
も

「
こ
れ
か
ら
も
微
力
な
が
ら
、
ジ
ャ
ン
ル

の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
北
海
道
の
文
化
の

発
展
と
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
意
欲
を
見
せ
ま
す
。

　
「
S
A
L
A
」
の
今
後
に
つ
い
て
、
柴

橋
さ
ん
は
「
運
営
資
金
の
確
保
な
ど
難
し

い
面
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
活
動
が
引
き

継
が
れ
、
長
く
続
い
て
ほ
し
い
」
と
期
待

す
る
と
と
も
に
、「
い
つ
に
な
る
か
分
か

ら
な
い
、
夢
物
語
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

発
足
当
時
の
サ
ブ
代
表
の
玉
木
猛
さ
ん
と

構
想
し
た
、
北
海
道
の
芸
術
・
文
化
を
総

合
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
『
S
A
L
A

ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
』
を
設
立
で
き
れ
ば
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

現代アートの普及に努める
「SALA」の柴橋代表

小画集『シリーズ北の聲』の表紙。これまでに 9 巻発行している
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札
幌
市
の
路
面
電
車
「
西
線
6
条
」
停

留
場
か
ら
東
方
向
へ
1
分
ほ
ど
歩
く
と
、

緑
色
の
外
壁
が
目
を
引
く
「
本
と
喫
茶 

Nノ

マ

ド

O
M
A
D 

Bブ
ッ

ク

ス

O
O
K
S
」
が
現
れ
ま

す
。
ド
ア
を
開
け
る
と
、
白
い
壁
の
店
内

に
は
南
向
き
の
窓
か
ら
日
の
光
が
差
し
込

み
、
深
い
茶
色
の
天
井
と
床
が
落
ち
着
い

た
空
間
を
演
出
し
ま
す
。
店
内
の
設
計

は
、
大
学
で
空
間
デ
ザ
イ
ン
を
学
ん
だ
店

主
の
森
田
千
琴
さ
ん
が
手
掛
け
て
い
ま
す
。

　

20
平
方
㍍
ほ
ど
の
売
り
場
に
は
、
エ
ッ

セ
ー
や
詩
歌
、
小
説
の
ほ
か
、
思
想
や
心

理
学
と
い
っ
た
人
文
科
学
系
の
書
籍
な
ど

を
中
心
に
新
刊
本
・
古
本
合
わ
せ
約

1
5
0
0
冊
が
陳
列
さ
れ
て
い
ま
す
。
特

に
Zジ

ン

I
N
E
（
自
主
発
行
の
小
冊
子
）
の

コ
ー
ナ
ー
は
、
旅
行
好
き
の
森
田
さ
ん

が
、
全
国
の
書
店
や
文
学
作
品
展
示
即
売

会
な
ど
を
巡
っ
た
り
、
カ
タ
ロ
グ
を
取
り

寄
せ
た
り
し
て
、
気
に
入
っ
た
著
者
に
連

絡
を
取
り
、
充
実
さ
せ
て
い
る
そ
う
で

す
。
来
店
客
か
ら
募
っ
た
エ
ッ
セ
ー
を
編

集
し
た
Z
I
N
E
『
漂
流
書
簡
』
も
発

行
・
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

店
づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト
「
自
分
と
向

き
合
う
静
寂
の
場
」
を
象
徴
す
る
「
お
ひ

と
り
様
専
用
喫
茶
室
」
は
、
靴
を
脱
い
で

ア
ー
チ
型
の
開
口
部
が
あ
る
漆
喰
の
壁
を

く
ぐ
っ
た
先
に
あ
り
ま
す
。
約
15
平
方
㍍

の
窓
の
無
い
室
内
は
、
壁
に
向
か
っ
て

テ
ー
ブ
ル
や
机
、
椅
子
が
配
置
さ
れ
、
読

書
に
適
し
た
明
る
さ
の
ダ
ウ
ン
ラ
イ
ト
と

デ
ス
ク
ラ
ン
プ
が
室
内
を
照
ら
し
ま
す
。

座
席
数
は
6
席
で
、「
居
心
地
の
良
い
空

間
に
す
る
た
め
に
、
人
の
視
線
が
気
に
な

ら
な
い
配
置
を
い
ろ
い
ろ
試
し
て
決
め
ま

し
た
」（
森
田
さ
ん
）。

本
と
喫
茶

N
O
M
A
D 

B
O
O
K
S

 
札
幌
市
中
央
区

　

喫
茶
室
で
は
、
コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶
な
ど

ド
リ
ン
ク
の
ほ
か
、
昔
な
が
ら
の
味
わ
い

の
焼
き
プ
リ
ン
、
生
ク
リ
ー
ム
を
練
り
込

ん
だ
ミ
ル
ク
ス
コ
ー
ン
、
季
節
ご
と
に
変

わ
る
ケ
ー
キ
や
食
事
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
も

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
2
5
年
5
月
25
日
の
開
店
か
ら
、

1
年
余
り
の
間
に
、「『
こ
う
い
う
場
所
を

始
め
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
』
と
い
う
手

紙
を
い
た
だ
く
な
ど
、
想
像
し
て
い
た
以

上
に
、
一
人
で
静
か
に
過
ご
す
時
間
を
求

め
て
い
る
方
が
多
い
の
だ
と
感
じ
ま
し

た
」
と
森
田
さ
ん
は
話
し
ま
す
。
営
業
時

間
外
の
喫
茶
室
で
は
、
月
に
1
度
、
さ
ま

ざ
ま
な
年
代
・
職
業
の
6
人
が
集
ま
り

テ
ー
マ
を
決
め
て
語
り
合
う
「
哲
学
対
話

の
会
」
や
、
月
に
2
回
集
ま
っ
て
日
記
や

ブ
ロ
グ
な
ど
を
自
由
に
執
筆
す
る
「
も
く

も
く
執
筆
会
」
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

 所在地  札幌市中央区南 6条西 14 丁目 1-12　ハザワマンション 1F　　 営業日  毎週木～日曜日（SNS要確認）　　 営業時間  12：00～19：00　　 電話  011-522-5589
 電子メール  nomadbooks1901@gmail.com　　SNS  Instagram  https://www.instagram.com/nomadbooks1901/　　 X  https://x.com/nomadbooks1901
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北海道
本のある風景
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お
ひ
と
り
様
専
用
喫
茶
室
の
あ
る
書
店

「
自
分
と
向
き
合
う
静
寂
の
場
」を
提
供

�

（
文
・
写
真
／
片
山
健
一
　
取
材
日
2
0
2
6
年
7
月
5
日
）

新たな場所へと
導いてくれる本
と馬をモチーフ
に、本の森を駆
け抜ける馬をデ
ザインしたロゴ

本と喫茶　NOMAD BOOKS の外観

「静かに自分自身と対話する
時間を提供したい」と話す
店主の森田さん

❶新刊を中心に古本も置いている店内❷全国から取り寄せた
ZINE のコーナー❸視線を気にすることなく読書に没頭できる

（上・下）❹落ち着いた時間を過ごせるおひとり様専用喫茶室
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サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
な
ど
に

60
冊
の
絵
本
と
本
箱
を

─
絵
本
な
ど
の
寄
贈
は
ど
ん
な
施
設
を
対
象

に
し
て
い
ま
す
か
。

　

こ
ど
も
未
来
w
i
t
h
北
海
道
で
は
、

子
ど
も
が
誕
生
し
て
か
ら
小
学
校
に
入
学

す
る
ま
で
の
6
年
間
を
、
自
分
で
考
え
、

行
動
で
き
る
人
間
に
な
る
た
め
の
大
切
な

期
間
と
位
置
付
け
て
お
り
、
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
を
通
じ
て
、
子
ど
も
の
可
能
性
と

好
奇
心
を
引
き
出
す
環
境
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
活
動
の
柱
と
し
て
、
週
に
1

回
以
上
、
定
期
的
に
読
み
聞
か
せ
活
動
を

行
っ
て
い
る
団
体
ま
た
は
施
設
を
、
地
域

の
「
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
・
M
e
r
r
y
」

と
し
て
認
定
し
、
絵
本
60
冊
と
絵
本
箱
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
き
ま
し
た
。

　

2
0
2
3
年
7
月
、
札
幌
市
の
市
民
団

体
「
P
L
A
Y 

D
O
」
に
贈
呈
し
た
の
を

皮
切
り
に
、
同
年
12
月
に
は
留る

寿す

都つ

村
の

交
流
ス
ペ
ー
ス
「
古
民
家
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
る

る
」、
2
0
2
4
年
4
月
に
は
余よ

市い
ち

町
の
子

ど
も
食
堂
「
よ
い
ち
ニ
コ
ニ
コ
食
堂
」、
同

年
5
月
に
は
札
幌
市
の
「
空
と
ぶ
ペ
ン
ギ

ン
の
会 
豊
滝
」、
2
0
2
5
年
5
月
に
は

札
幌
市
の
N
P
O
法
人
「
E-

L
I
N
K
」

と
、
こ
れ
ま
で
道
内
の
5
つ
の
団
体
や
施

設
に
絵
本
と
絵
本
箱
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

2
0
2
6
年
度
か
ら
は
、
絵
本
な
ど

を
寄
贈
す
る
対
象
施
設
を
サ
ー
ド
プ
レ

イ
ス
以
外
に
も
拡
大
し
、
全
道
の
保
育
所

や
幼
稚
園
、
市
町
村
が
設
置
し
た
子
育
て

支
援
施
設
に
も
贈
呈
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
6
月
5
日
ま
で
希
望
を
募
っ
た
と
こ

ろ
、
2
施
設
か
ら
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
経
て
、
贈
呈
先
を
決
定
し
、

7
月
以
降
順
次
届
け
て
い
く
予
定
で
す
。

　

絵
本
60
冊
の
購
入
と
絵
本
箱
製
作
、
絵

本
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
・
支

援
費
用
を
含
め
る
と
、
1
団
体
へ
の
贈

呈
・
支
援
に
必
要
な
原
資
は
約
20
万
円

で
、
こ
の
資
金
は
、
企
業
や
個
人
か
ら
の

寄
付
金
で
賄
っ
て
い
ま
す
。
1
0
0
セ
ッ

ト
を
道
内
の
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
や
保
育
施

設
な
ど
へ
贈
呈
す
る
こ
と
を
当
面
の
目
標

に
掲
げ
て
い
ま
す
。

非
認
知
能
力
を
高
め
る

幼
少
期
の
読
み
聞
か
せ

─
こ
ど
も
未
来
w
i
t
h
北
海
道
を
始
め
る

き
っ
か
け
は
。

　

私
は
、
大
学
卒
業
後
、
人
材
育
成
を
メ

イ
ン
と
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
に

　「こども未来with北海道」は、学校と家庭以外で子どもたちの居場所となっている子ども食堂などのサー
ドプレイスに、絵本と絵本箱を寄贈しているほか、絵本の読み聞かせボランティアを養成する研修を開いた
りと、地域での多様な読み聞かせ活動を支援しています。2022年7月にこの組織を立ち上げた大澤俊信代表
に、絵本の読み聞かせ支援を始めた経緯や今後の展望を聞きました。� （文・写真／片山健一　取材日2026年5月26日）

贈呈する
絵本 60 冊と絵本箱

7

ブ
ッ
ク・ス
ト
ー
リ
ー
ズ

本
づ
く
り
の

さ
き
に

あ
る
こ
と
─
。【こども未来with北海道 代表】 

大
お お

澤
さ わ

　俊
と し

信
の ぶ

 さん

子どもの可能性を広げる
絵本読み聞かせ活動の
普及に取り組む

外遊びでタンポポを摘んだ後、『たんぽぽ』の
絵本を読み聞かせると子どもたちの関心が
一段と高まると語る大澤さん
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聞
か
せ
る
余
裕
が
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
、
57
歳
で
会
社
を
早
期
退
職
し
、

2
0
1
2
年
か
ら
故
郷
の
当と
う

別べ
つ

町
で
両
親

が
経
営
し
て
い
た
ア
パ
ー
ト
業
を
引
き
継

ぎ
ま
し
た
。
2
0
1
3
年
4
月
に
、
町
内

の
保
育
所
で
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
私
の

開
く
ペ
ー
ジ
の
絵
と
声
に
集
中
し
、
読
み

終
え
る
と
自
然
に
拍
手
が
起
こ
っ
た
こ
と

が
、
う
れ
し
く
て
病
み
つ
き
に
な
り
ま
し

た
。
2
0
2
0
年
に
は
国
立
青
少
年
教
育

振
興
機
構
か
ら
、
絵
本
に
関
す
る
高
度
な

知
識
、
技
能
、
感
性
を
備
え
た
専
門
家
と

し
て
、
絵
本
専
門
士
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

2
0
1
8
年
に
は
、
N
P
O
法
人
ビ
ヨ

ル
ク
と
う
べ
つ
を
設
立
し
、
地
域
の
サ
ー

ド
プ
レ
イ
ス
と
し
て
子
ど
も
食
堂
の
「
白

樺
み
ん
な
の
食
堂
」
も
運
営
し
て
い
ま

就
職
し
、
47
歳
で
転
職
し
た
先
の
リ
ー
ス

会
社
で
も
新
入
社
員
の
採
用
・
教
育
を
担

当
し
て
き
ま
し
た
。

　

入
社
を
希
望
す
る
若
者
た
ち
を
見
て
き

て
、
特
に
深
刻
な
問
題
だ
と
感
じ
た
こ
と

が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
前
提
と
な

る
語
彙
力
の
不
足
で
す
。
語
彙
力
を
獲
得

す
る
た
め
の
基
礎
づ
く
り
は
、
生
ま
れ
て

か
ら
小
学
校
に
入
学
す
る
ま
で
の
期
間
が

重
要
で
、
そ
の
こ
と
が
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
と
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
に
よ
っ
て
、
人
の

話
が
聞
け
る
よ
う
に
な
り
、
絵
本
を
通
じ

た
疑
似
体
験
と
、
実
体
験
の
総
和
で
育
ま

れ
る
好
奇
心
の
醸
成
な
ど
に
寄
与
し
、
意

欲
や
協
調
性
、
自
制
心
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
と
い
っ
た
非
認
知
能
力
を
伸
ば

し
て
い
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
い
ま
の
子
育
て
世
代
は
、
核

家
族
の
共
働
き
世
帯
が
主
流
で
、
仕
事
と

家
事
に
追
わ
れ
、
子
ど
も
に
絵
本
を
読
み

す
。
N
P
O
活
動
の
中
で
、
食
堂
を
訪
れ

た
子
ど
も
た
ち
に
読
み
聞
か
せ
を
し
た

後
、
近
所
に
整
備
し
た
「
白
樺
緑
地
」
で

外
遊
び
を
し
て
自
然
に
触
れ
、
も
う
一
度

同
じ
絵
本
を
読
み
聞
か
せ
る
と
、
学
習
効

果
が
一
段
と
高
ま
る
こ
と
を
実
感
し
ま

し
た
。

　

こ
う
し
た
経
験
を
経
て
、
全
道
の
読
み

聞
か
せ
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、2
0
2
2

年
7
月
に
有
志
4
人
で
、
こ
ど
も
未
来

w
i
t
h
北
海
道
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

成
長
に
応
じ
た

選
り
す
ぐ
り
の
絵
本
を
贈
呈

─
寄
贈
す
る
絵
本
は
ど
の
よ
う
に
決
め

て
い
ま
す
か

　

選
書
は
、
札
幌
市
内
の
絵
本
専

門
店
「
ち
い
さ
な
え
ほ
ん
や　

ひ

だ
ま
り
」
代
表
の
青
田
正
徳
さ
ん

が
行
い
、
0
～
2
歳
児
に
は
『
い

な
い
い
な
い
ば
あ
』『
き
ん
ぎ
ょ

が
に
げ
た
』『
は
ら
ぺ
こ
あ
お
む

し
』
な
ど
、
3
・
4
歳
児
に
は

『
お
お
き
な
か
ぶ　

ロ
シ
ア
民

話
』『
ぐ
り
と
ぐ
ら
』
な
ど
、

5
・
6
歳
向
け
に
は
『
か
い

じ
ゅ
う
た
ち
の
い
る
と
こ
ろ
』

『
ス
ー
ホ
の
白
い
馬
』
な
ど
、

長
年
に
わ
た
り
読
み
継
が
れ

て
い
る
、
年
齢
別
に
応
じ

た
日
本
と
世
界
の
名
作
絵

大澤さんの読み聞かせや紙芝居に見入る親子

本
60
冊
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
基
本
と
な
る
選
り
す
ぐ
り
の
60

冊
の
ほ
か
に
も
、
北
海
道
の
自
然
や
四
季

を
感
じ
ら
れ
る
1
2
0
冊
も
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
し
て
お
り
、
贈
呈
先
が
既
に
同
じ
絵
本

を
持
っ
て
い
る
場
合
な
ど
は
、
差
し
替
え

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

─
絵
本
箱
に
つ
い
て
は

　

絵
本
を
収
納
す
る
絵
本
箱
は
、
当
別
町

産
の
ト
ド
マ
ツ
・
カ
ラ
マ
ツ
を
材
料
に
、

北
広
島
市
に
あ
る
北
海
道
白
樺
高
等
養
護

学
校
木
工
科
の
生
徒
た
ち
に
、
年
6
台
の

ペ
ー
ス
で
製
作
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

道庁で自治体職員向けに講演する大澤さん

贈呈先から提出してもらう
「A レポート」の一部



外遊び（自然体験）と絵本の読み聞かせが子どもの好奇心
を育む

絵本寄贈先での読み聞かせの様子

2
0
2
4
年
11
月
「
H
O
K
K
A
I
D
O 

W
O
O
D
」
の
認
定
を
受
け
た
こ
と
も
大

き
な
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
絵

本
箱
の
側
面
に
は
大
口
の
寄
付
を
い
た
だ

い
た
企
業
名
な
ど
を
入
れ
た
プ
レ
ー
ト
を

貼
り
付
け
て
い
ま
す
。

　

絵
本
の
贈
呈
先
に
は
、
読
み
聞
か
せ
を

行
う
た
び
に
「
A
レ
ポ
ー
ト
」
と
い
う
報

告
書
を
提
出
し
て
も
ら
い
ま
す
。
レ
ポ
ー

ト
に
は
、
絵
本
の
タ
イ
ト
ル
や
読
み
聞
か

せ
た
人
数
な
ど
と
と
も
に
、
読
み
聞
か
せ

を
し
た
時
の
子
ど
も
た
ち
の
様
子
、
読
み

聞
か
せ
を
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち

が
気
付
い
た
こ
と
な
ど
を
記
録
し
ま
す
。

当
会
を
通
じ
、
こ
の
報
告
書
を
ほ
か
の
地

域
と
も
共
有
す
る
こ
と
で
、
選
書
領
域
や

読
み
聞
か
せ
活
動
の
拡
大
に
つ
な
が
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
で
き
れ
ば
、
ま
ち
の
広

報
誌
な
ど
に
も
掲
載
し
て
P
R
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
未
来
に
つ
な
が
る

子
育
て
支
援
を

─
地
域
で
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
活
動
に
期

待
す
る
こ
と
は
。

　

人
は
置
か
れ
た
環
境
の
中
で
学
習
し
、

成
長
し
て
い
き
ま
す
。
特
に
0
～
6
歳
は

周
囲
の
環
境
に
依
存
し
て
い
る
の
で
、
日

本
語
を
耳
か
ら
心
へ
と
届
け
る
と
い
う
体

験
を
、
誰
か
が
意
図
的
に
、
継
続
的
に
し

て
あ
げ
な
い
と
、
子
ど
も
が
本
来
持
っ
て

い
る
可
能
性
や
長
所
を
引
き
出
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

私
は
、
子
ど
も
の
可
能
性
を
引
き
出
す

こ
と
が
、
日
本
の
未
来
に
直
結
し
て
い
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域
の
総
力
を
挙
げ

て
子
育
て
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
優
れ
た

人
材
を
輩
出
し
て
い
け
れ
ば
、
地
域
の
魅

力
増
大
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

道
内
1
7
9
市
町
村
の
う
ち
、「
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
」
を
行
う
自
治
体
は
1
2
8

市
町
村
に
上
り
ま
す
が
、
絵
本
を
配
布
す

る
だ
け
で
、
読
み
聞
か
せ
ま
で
を
支
援
し

て
い
な
い
自
治
体
も
あ
り
ま
す
。
厳
選
し

た
60
冊
の
絵
本
を
贈
る
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
読
み
聞
か
せ
が
地
域
の
中
で
頻
繁
に

行
わ
れ
、
絵
本
の
世
界
と
リ
ア
ル
な
自
然

と
の
合
体
体
験
、
手
づ
く
り
絵
本
な
ど
の

取
り
組
み
へ
と
広
が
り
、
地
域
に
根
付
い

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

 

お
問
い
合
わ
せ
先 

こ
ど
も
未
来
w
i
t
h
北
海
道

〒
0
6
1
─
0
2
3
3

石
狩
郡
当
別
町
白
樺
町
60
─19

N
P
O
法
人
ビ
ヨ
ル
ク
と
う
べ
つ
内

電
話 

0
1
3
3
─
2
7
─
5
0
0
6

電
子
メ
ー
ル kodom

om
irai.w

ith@
gm

ail.com

Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス https://kodom

om
irai-w

ith.jp/

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

育
成
が
両
輪
に

─
読
み
聞
か
せ
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育

成
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
ま
す
か
。

　

地
域
で
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
継
続
的

に
行
う
た
め
に
は
、
絵
本
を
贈
る
だ
け
で

は
不
十
分
で
す
。
忙
し
い
両
親
に
代
わ
っ

て
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
地
域
ご
と
に
育
成
す
る
必
要
が

あ
り
、
絵
本
の
贈
呈
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

育
成
が
読
み
聞
か
せ
普
及
の
両
輪
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

当
会
が
策
定
し
た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
読
み
聞
か
せ
に
効
果
的
な
リ
ズ
ム
や

間
、
絵
本
の
め
く
り
方
な
ど
を
指
導
す
る

1
2
0
分
の
基
本
研
修
を
行
っ
た
後
、
個

別
に
練
習
を
し
て
も
ら
い
、
後
日
開
く
90

分
の
フ
ォ
ロ
ー
研
修
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
練

習
の
成
果
と
課
題
を
確
認
し
ま
す
。

　

実
際
に
、
読
み
聞
か
せ
の
経
験
の
無
い

大
学
生
や
高
校
生
に
研
修
を
受
け
て
も

ら
っ
た
と
こ
ろ
、
す
ぐ
に
読
み
聞
か
せ
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

研
修
は
4
人
未
満
の
少
人
数
で
の
実
施

を
想
定
し
、
当
会
か
ら
講
師
を
派
遣
す
る

こ
と
も
で
き
る
ほ
か
、
遠
隔
地
で
も
研
修

を
受
け
や
す
い
よ
う
、
リ
モ
ー
ト
に
も
対

応
し
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
読
み
聞
か
せ
を
す
る
側
に
も
新

鮮
な
気
付
き
や
学
び
が
あ
り
、
継
続
し
た

い
と
い
う
動
機
に
つ
な
が
り
ま
す
。

絵本箱を製作している白樺高等養護学校の生徒
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ほっかいどうの本
このコーナーは北海道の出版社から発行された本を社員が読み紹介しております。お近くの書店にない場合は発行先へお問い合わせください。特記以外は税込価格です。

　
2
0
2
0
年
5
月
6
日
。
札
沼
線
の
北
海
道
医
療
大
学

駅
─
新
十
津
川
駅
間
が
廃
止
さ
れ
、
そ
の
長
い
歴
史
に
幕

を
下
ろ
し
ま
し
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
多
く
の
人
々
に
見
送

ら
れ
る
は
ず
だ
っ
た
最
後
の
日
。
し
か
し
、
当
時
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
緊
急
事
態
の
さ
な
か
。
沿
線
に

集
う
人
々
の
姿
は
な
く
、
最
終
列
車
は
静
か
に
そ
の
役
目

を
終
え
ま
し
た
。

　
本
書
は
、
そ
の
よ
う
な
特
別
な
状
況
下
で
記
録
さ
れ
た

札
沼
線
の
勇
姿
を
収
め
た
写
真
集
で
す
。「
最
後
の
瞬
間

を
見
届
け
る
」
と
い
う
著
者
の
強
い
想
い
の
も
と
、
消
え

ゆ
く
鉄
路
と
沿
線
の
風
景
、
そ
し
て
列
車
が
残
し
た
記
憶

を
丁
寧
に
写
し
出
し
て
い
ま
す
。

　
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
た
び
、
北
の
大
地
の
ど
こ
か
遠
く
か

ら
汽
笛
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
な
情
景
が
広
が
り
、
読
者

を
あ
の
日
の
札
沼
線
へ
と
誘
い
ま
す
。
さ
ら
に
本
書
は
、

長
年
鉄
道
写
真
を
撮
り
続
け
て
き
た
著
者
に
と
っ
て
、
鉄

道
写
真
家
人
生
に
お
け
る
最
後
の
写
真
集
で
も
あ
り
ま

す
。
一
つ
の
路
線
の
終
焉
と
、
一
人
の
写
真
家
の
集
大

成
。
そ
の
両
方
が
刻
ま
れ
た
、
貴
重
な
一
冊
で
す
。

�

（
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
部
　
外
山
　
進
）

　
全
国
で
も
有
数
の
「
読
書
の
ま
ち
」
と
し
て
知
ら
れ
る

北
海
道
恵
庭
市
で
は
、
2
0
0
1
年
に
開
始
し
た
す
べ
て

の
赤
ち
ゃ
ん
に
絵
本
を
贈
る
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
を
皮

切
り
に
、
2
0
0
4
年
に
す
べ
て
の
小
学
校
の
図
書
館
に

司
書
を
配
置
、
2
0
1
3
年
に
は
読
書
条
例
を
施
行
す
る

な
ど
、
全
国
で
も
先
進
的
な
読
書
政
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
書
で
は
恵
庭
市
の
読
書
政
策
を
地
域
に
お
け
る
「
政

策
資
源
」
と
し
て
位
置
づ
け
、
文
化
創
造
都
市
の
実
現
に

向
け
て
本
の
力
を
ど
の
よ
う
に
活
か
し
て
い
く
か
、
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
を
振
り
返
り
つ
つ
、
本
や
読
書
を
め
ぐ

る
情
勢
や
他
の
地
域
の
事
例
を
見
な
が
ら
考
察
し
て
い
ま

す
。

　
長
年
の
取
り
組
み
に
よ
り
育
ま
れ
た
読
書
文
化
は
市
民

へ
深
く
浸
透
し
、「
恵
庭
の
ご
く
当
た
り
前
の
こ
と
」
と
し

て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
政
策
資
源
で
あ
る

こ
の
文
化
を
ど
の
よ
う
に
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
の
か
を

考
え
る
フ
ェ
ー
ズ
に
来
て
お
り
、
本
書
で
は
多
様
な
視
点

か
ら
そ
の
ヒ
ン
ト
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
人
口
減
少
な

ど
地
方
都
市
に
お
け
る
様
々
な
課
題
に
対
峙
し
て
い
く
う

え
で
、
他
の
自
治
体
に
お
い
て
も
道
標
と
な
る
内
容
で
す
。

�

（
東
京
営
業
部
　
松
谷
　
萌
）

　
本
書
は
著
者
で
あ
る
若
菜
勇
先
生
が
1
9
9
1
年
に
マ

リ
モ
の
研
究
を
始
め
て
か
ら
の
30
年
を
超
え
る
軌
跡
が
綴

ら
れ
、
阿
寒
湖
の
マ
リ
モ
を
ど
の
よ
う
に
保
護
し
て
い
く

の
か
に
つ
い
て
の
指
針
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
本
書
を
読
む
と
18
世
紀
に
マ
リ
モ
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

博
物
学
者
カ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
リ
ン
ネ
に
よ
っ
て
学
名
を

与
え
ら
れ
て
以
来
、
2
0
0
0
年
代
に
な
る
ま
で
、
仮
説

や
通
説
ば
か
り
で
定
説
と
し
て
確
定
し
て
い
る
も
の
が
少

な
く
、
マ
リ
モ
が
生
物
学
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
生
物
な

の
か
解
っ
て
い
な
い
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。
マ
リ
モ
が

「
神
秘
の
生
物
」
と
言
わ
れ
る
理
由
を
実
感
で
き
ま
す
。

　
阿
寒
湖
の
マ
リ
モ
と
他
の
地
域
に
分
布
す
る
マ
リ
モ

は
、
何
の
要
因
に
よ
り
形
状
や
大
き
さ
が
違
い
多
様
化
し

て
い
る
の
か
。
阿
寒
湖
だ
け
が
球
状
に
成
長
し
、
且
つ
大

き
く
育
つ
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
何
な
の
か
、
マ
リ
モ
の
生
態
に

つ
い
て
、
多
く
の
方
が
な
ぜ
、
と
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
、
現
段
階
で
の
知
見
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
研
究
の
最
終
目
的
で
あ
る
阿
寒
湖
の
マ

リ
モ
保
護
活
動
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
も
述
べ
ら
れ
て

い
ま
す
。
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石丸  雄理  
Yuri  Ishimaru

札沼線
旅立ちの汽笛

マリモ大全
若菜 勇

WAKANA Isamu
釧路市世界自然遺産推進室推進員

大型球状マリモ再生オフィサー

マ
リ
モ
大
全

北海道新聞社

分類から多様な形態、繁殖と成長、
崩壊と再生のメカニズムまで

マリモ博士が
徹底解明！
世界で北海道の
阿寒湖だけで

丸く大型化
するのは
なぜ？

1111 ほっかいどうの本
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表 紙
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ことば

客
船
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港
第
3
号
埠
頭
」

相
澤　

幸
子

木
版
画　

35
・
5
㌢
×
49
㌢

　

住
ん
で
い
る
小
樽
市
の
広
報
紙
を
読
ん
で
い
た

ら
、
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
予
定
一
覧
を
見
つ
け
た
。

　

小
樽
港
の
第
3
号
埠
頭
が
改
修
さ
れ
、
小
樽
駅

か
ら
真
っ
直
に
下
っ
た
、
こ
ん
な
近
い
場
所
で
豪

華
客
船
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

4

4

4

4

4

4

4

4

（
乗
っ
て
世
界
一

周
し
て
い
る
人
も
い
る
の
に
）。
こ
ん
な
チ
ャ
ン

ス
は
な
い
と
予
定
表
に
合
わ
せ
て
色
々
な
ク
ル
ー

ズ
船
を
見
に
通
っ
た
。

　

若
い
頃
、
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
乗
っ
た
青
函
連

絡
船
を
皮
切
り
に
船
は
大
好
き
。
今
で
も
舞
鶴
行

き
の
フ
ェ
リ
ー
で
さ
え
上
船
す
る
と
ワ
ク
ワ
ク
す
る
。

　

ク
イ
ー
ン
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
を
見
た
日
は
生
憎
の

天
気
。
し
か
し
黒
く
て
ど
っ
し
り
と
し
た
船
体
に

英
国
式
の
伝
統
と
格
式
の
高
さ
を
見
せ
つ
け
ら
れ

た
よ
う
で
も
あ
っ
た
。
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